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吉
備
国
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大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

支給対象者

◆支給対象者　平成２７年６月分の児童手当を受給される人
　　　　　　　　※ただし、特例給付（所得が高額な人について、児童１人当たり月額５，０００円を支給し
　　　　　　　　　ているもの）を受給される人は、対象となりません。
◆対 象 児 童　上記支給対象者の平成２７年６月分の児童手当の対象となる児童　
※公務員の場合、平成２７年５月３１日時点で住民票が南あわじ市にある人は対象

支給額 対象児童１人につき ３,０００円

◆申請方法申請方法 ◆ ※児童手当現況届の手続きと同時申請となります　　　　　　　　

申請受付期間
  平成2７年６月１日 （月） ～ ６月３０日 （火）平成2７年６月１日 （月） ～ ６月３０日 （火）　
※土・日は除く。ただし、６月２０日（土）、６月２１日（日）は受付できます。
※公務員の場合は所属庁の証明後の受付となりますので、期間はこの限りではありません。

申請受付時間   午前９時～午後５時午前９時～午後５時　

申請場所 　南あわじ市役所 子育て支援課子育て支援課（市役所本館１階）※郵送での提出は可能です
　※市民交流センターでは受付しておりません

申請に必要な
添付書類等

◆児童手当の振込口座以外への給付金振込を希望される場合、または、公務員の場合
　①申請者確認できるもの（運転免許証、健康保険証、パスポート等）
　②給付金の振込銀行口座の写し（通帳など）

郵送の場合の提出先  〒656‐0492 南あわじ市市善光寺22番地１   南あわじ市役所 福祉部 子育て支援課

        （注）・支給審査により、また、税の修正申告等の理由により、支給要件を満たさない場合は、給付金が支払われないこともあり、
               支給後であっても返還していただく場合もありますので、ご注意ください。

　　　　　                   ・前年中の所得が未申告の場合は、申告書等所得確認書類を提出後に、給付金の支給対象を判断させていただきます。

　

1子育て世帯臨時特例給付金のお知ら1子育て世帯臨時特例給付金のお知らせせ
　子育て世帯臨時特例給付金は、国の施策として、消費税の引き上げに際し、子育て世帯への影響を
緩和する観点から臨時的な給付措置として実施されます。

問子育て支援課☎ 43-5219

　

◆６月中に提出お願いします

　児童手当を受給していいる人は、6 月中に「児童手当現況届」を提出してください。これにより引き続

き手当を受けられるかどうかを確認します。

　6 月初旬に対象者あてに児童手当の現況届を郵送しますので、必須事項を記入押印のうえ、市役所窓口

で手続きをしてください。この届出がないと、６月分以降の児童手当が一時受けられなくなります。

　また、今年度の現況届は、子育て世帯臨時特例給付金との同時申請となりますまた、今年度の現況届は、子育て世帯臨時特例給付金との同時申請となります
のでご注意ください。のでご注意ください。
◆対象者　児童手当を受給中の人

◆必要添付書類等　

　　　❶請求者が被用者（会社員など）の場合
　　　　　→健康保険被保険者証の写しなど
　　　❷平成 27 年 1 月 2 日以降に南あわじ市に転入してきた場合
　　　　　→平成 27 年度所得証明書
　　　　　( 平成 27 年 1 月 1 日時点でお住まいの市区町村で発行する所得証明書 )
　　　❸子どもと住民票が別の場合
　　　　　→監護・生計同一申立書（来庁時にご記入頂きます）
　　　　　※子どもの住所が南あわじ市外の場合は、子どもの属する世帯全員の住民票（本籍・続
　　　　　　柄の記載のあるもの）

◆受付期間・場所　子育て世帯臨時特例給付金と同じ
　

22児童手当現況届の手続きについ児童手当現況届の手続きについてて
問子育て支援課☎ 43-5219

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～
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吉
備
国
際
大
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２
０
１
５
年

度
の
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ン
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キ
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キ
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す
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車
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▽
開
催
日
時　

6
月
13
日
（
土
）、

11
月
15
日
（
日
）、
12
月
19
日

（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
４
時

※
要
申
込
み

◆
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

▽
内
容　

学
食
体
験
、学
科
説
明
、

授
業
体
験
、
入
試
相
談
、 

A
　

O

面
談
ほ
か

▽
開
催
日
時　

7
月
19
日
（
日
）、

8
月
22
日
（
土
）、
9
月
23
日

（
水
）
午
前
11
時
～
午
後
４
時

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室
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せ

　

地
域
創
成
農
学
部
は
、
平
成
25

年
度
お
よ
び
26
年
度
に「
ラ
ン
チ
・

タ
イ
ム
講
座
」
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、今
年
度
か
ら
、こ
の
「
ラ

ン
チ
・
タ
イ
ム
講
座
」
に
替
え
て
、

外
部
講
師
を
招
聘
し
た
「
生
涯
学

習
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
（
計
8

回
開
催
予
定
）。

　

第
1
回
目
の
講
座
は
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
（
第
2
回
以
降
は

次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

▽
日
時　

6
月
24
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創

　

成
農
学
部
B
棟
教
室

▽
講
師　

生
駒
正
文
教
授
（
吉
備

　

国
際
大
学
大
学
院
知
的
財
産
学

　

研
究
科
・
地
域
創
成
農
学
部
）

▽
テ
ー
マ　

な
る
ほ
ど
な
っ
と
く

　

法
律
入
門
講
座

▽
募
集
人
数　

20
人
程
度

問
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー　
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・
４
７
０
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みなさんのお越しを
お待ちしています。

　

県
政
の
推
進
や
地
域
活
動
、

公
共
の
福
祉
や
産
業
振
興
な
ど

に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
「
兵

庫
県
功
労
者
表
彰
」
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　

２
０
１
5
年
、
南
あ
わ
じ
市

で
は
３
人
の
方
々
が
県
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

【
女
性
活
動
功
労
】

島
津
　
菊
代 

さ
ん
（
沼
島
）

　

沼
島
地
区
愛
育
班
長
な
ら
び

に
兵
庫
県
愛
育
班
理
事
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
健
康
づ

く
り
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
沼
島
全
域
へ
の
声
か
け
訪

問
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
見
守

り
や
母
子
の
健
康
相
談
、
住
民

の
生
活
改
善
へ
の
提
案
を
進
め

ら
れ
、
地
域
の
健
康
を
促
進
す

る
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
と
女
性
の
地
位
向
上
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
地
域
活
動
功
労
】

萩
原
　
重
幸 

さ
ん
（
賀
集
）

　

淡
路
人
形
協
会
副
理
事
長
、

淡
路
だ
ん
じ
り
唄
振
興
会
な

ら
び
に
淡
路
人
形
芝
居
サ
ポ
ー

ト
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
長
、
南
淡

地
区
文
化
協
会
副
会
長
と
し
て

永
年
に
わ
た
り
地
域
文
化
の
向

上
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
伝
統
芸
能
の
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
や
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
の
保

存
・
継
承
と
後
継
者
育
成
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　【
産
業
振
興
功
労
】

登
　
　
　
勇 

さ
ん
（
津
井
）

　

兵
庫
県
陶
器
瓦
工
業
組
合
な

ら
び
に
全
国
陶
器
瓦
工
業
組
合
連

合
会
の
理
事
を
務
め
ら
れ
、
淡
路

瓦
工
業
組
合
理
事
と
し
て
永
年
に

わ
た
り
淡
路
瓦
の
販
路
拡
大
、
広

報
活
動
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
瓦
の
耐
震
実
験
実
施
の
重

要
性
を
提
唱
し
て
、
地
震
に
強

い
淡
路
瓦
の
実
証
に
貢
献
さ
れ
、

淡
路
瓦
の
産
業
振
興
と
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰


